
老人の専門医療を考える会 第３２回全国シンポジウム 

どうする老人医療 これからの老人病院（Part３２） 

医療と介護の「絆」を考える 

～これでよいのか介護保険！～ 

「老人の専門医療を考える会」の四半世紀あまりにわたる活動は、多岐にわたっています。その中で

毎年開催される全国シンポジウムは３０回を超え、大きく変化する高齢者医療・介護に関するテーマを

リアルタイムに提供し、あるべき姿を発信し続けてまいりました。ご承知のように公的介護保険制度が

誕生して１０年目を迎え、介護に対する国民の意識も高まってきました。しかしながら、市場として拡

大は続けているものの、当初イメージしていたサービス提供体制や提供手法、そして適切なサービス内

容であるかと問われれば首をかしげざるを得ないのが現状です。普遍的なものと考えていた我が国の社

会保障制度の見直しが各方面から叫ばれる中、たとえ疾病や障害を抱えていても豊かな人生を送ってい

ただくための二本のレールとも言える医療と介護が、決して離れることなく提供されるためにも、ある

べき姿を再確認、再検討する時期だと思っています。今のままで良いのでしょうか？ 

本シンポジウムでは、とかく財源問題で片付けられてしまう介護保険制度のあり方を、原点に戻り「医

療と介護の絆」という視点で見直してみたいと思います。当会は、診療報酬、介護報酬の改定に対する

折衝団体ではありません。しかしながら、我が国の老人医療・福祉の発展に結びつく制度改革や、安心

で幸せな地域社会の実現に寄与できることには今後も積極的に活動していきます。その活動の一環とし

て今回のシンポジウムが開催されることをご理解いただき、多くの皆さまの参加をお待ちしております。 

老人の専門医療を考える会 

  会 長 齊 藤 正 身 

〔開 催 概 要〕 

日 時：平成２１年１１月１４日（土）１３：３０～１６：２０ 

会 場：東京厚生年金会館 ３階「葵」  

東京都新宿区新宿5-3-1  電話番号 03-3356-1111  

http://www.kjp.or.jp/hp_20/ 

プログラム： 

１３：３０ 開 会 挨 拶  齊藤正身（老人の専門医療を考える会会長） 

１３：４０ プレゼンテーション(1)「行政の立場から」 

小林秀幸（厚生労働省老健局老人保健課課長補佐） 

１４：００ プレゼンテーション(2)「ケアマネジャーの立場から」 

木村隆次（日本介護支援専門員協会会長） 

１４：２０ プレゼンテーション(3)「病院・施設、特に終末期医療等の立場から」 

桑名 斉（信愛病院院長） 

１４：４０ プレゼンテーション(4)「在宅医療、特にリハビリテーションの立場から」 

齊藤正身（霞ケ関南病院理事長） 

１５：００ 休 憩 

１５：１５ シンポジウム 座長＆シンポジスト 齊藤正身 

             シンポジスト 小林秀幸、木村隆次、桑名 斉 

１６：１５ 閉 会 挨 拶  藤井 功（老人の専門医療を考える会副会長） 

総合司会 大川博樹（老人の専門医療を考える会事務局長） 


